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（財）財務会計基準機構会員  

 
平成 20 年９月期  中間決算短信 

 平成 20 年５月 26 日 

上 場 会 社 名         東北化学薬品株式会社               上場取引所 ＪＱ 
コ ー ド 番 号           ７４４６                            ＵＲＬ  http://www.t-kagaku.co.jp  
 
代  表  者 役職名 代表取締役社長      氏名 東 康夫 
問合せ先責任者 役職名 常務取締役管理グループ長 氏名 工藤 幸弘     ＴＥＬ (0172)33－8131 
半期報告書提出予定日  平成 20 年６月 16 日  

  （百万円未満切捨て） 

１． 20 年 3 月中間期の連結業績（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 
(1) 連結経営成績                           (％表示は対前年中間期増減率)    

 売 上 高     営業利益 経常利益 中間(当期)純利益

 
20 年 3 月中間期 
19 年 3 月中間期 

  百万円    ％ 
１０，２０９（５．０） 
  ９，７２７（２．２） 

   百万円    ％
  １８７（△２．４）

１９１（ ３．３）

  百万円     ％ 
１９５（△３．４） 

   ２０２（ ４．３） 

   百万円    ％
   ４８（△３０．４）

６９（△１１．６）

19 年 9 月期 １９，５４８ ３１０ ３３６ １１３ 

 
 １株当たり中間 

(当期)純利益 
潜在株式調整後１株当

たり中間(当期)純利益

 
20 年 3 月中間期 
19 年 3 月中間期 

       円  銭 
      １０ ０９ 

１４ ５０ 

       円   銭 
－   － 
－   － 

  

19 年 9 月期 ２３ ６９ －   －   
 (参考)持分法投資損益 20 年 3 月中間期  △０百万円  19 年 3 月中間期    △１百万円    19 年 9 月期 △１百万円 
     

(2)連結財政状態                                          
 総 資 産     純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 
20 年 3 月中間期 
19 年 3 月中間期 

百万円 
９，６３８ 

１０，４３４ 

百万円
４，２７８ 
４，４２５ 

％ 
４４．４ 
４２．４ 

円   銭
８９２   ２７
９２２   ８５

19 年 9 月期 １０，４２８ ４，４３９ ４２．６ ９２５   ９２

（参考）自己資本 20 年 3 月中間期 4,278 百万円 19 年 3 月中間期 4,425 百万円  19 年 9 月期 4,439 百万円 

 
(3)連結キャッシュ･フローの状況                                    

 営業活動による         
キャッシュ･フロー 

投資活動による         
キャッシュ･フロー

財務活動による         
キャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 
20 年 3 月中間期 
19 年 3 月中間期 

百万円 
△１５０   
 ３３７ 

百万円
  △８  
 △４２ 

百万円 
△８１   
△８１ 

百万円
７３０ 

１，５０６ 

19 年 9 月期   １５１ △３８７ △８６ ９７０ 

 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

(基準日) 第１四半期末 中間期末 第３四半期末 期末 年間 

 円 銭 円 銭  円 銭  円 銭  円 銭 

19 年 9 月期   －  －   －  －   －  － 17 00 17 00 
20 年 9 月期(実績) －  － －  － －  －   －  －   －  － 

20 年 9 月期(予想) －  － －  － －  － 17 00 17 00 
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３．20 年 9 月期の連結業績予想（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日) 
 (％表示は対前期増減率) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 
通期 19,600( 0.3) 350(12.7) 380(13.0) 165(45.3) 34   41 

  
４．その他 
 (１)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 (２)中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更(中間連結財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事項の変更に記載されるもの) 
   ①会計基準等の改正に伴う変更   無 
   ②①以外の変更          無 
 (３)発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 
20 年 3 月中間期 4,800,000 株  19 年 3 月中間期 4,800,000 株  19 年 9 月期 4,800,000 株 

②期末自己株式数 20 年 3 月中間期 5,200 株 19 年 3 月中間期 4,800 株  19 年 9 月期 5,200 株 
     （注）１株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、２６ページ「１株当たり

情報」をご覧ください 

 
（参考）個別業績の概要 
 
１．20 年 3 月中間期の個別業績（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 
(１)個別経営成績                          (％表示は対前年中間期増減率)  

 売 上 高     営業利益 経常利益 中間(当期)純利益

 
20 年 3 月中間期 
19 年 3 月中間期 

  百万円    ％ 
 ９，９５４ （３．４） 
  ９，６２３ （２．８） 

    百万円    ％
    １８１（△２．５）

１８６（ ８．６）

   百万円     ％ 
  １９０（△４．３） 
  １９９（ ９．９） 

     百万円   ％
   ４６（△３６．７）

７２（  １．９）

19 年 9 月期 １９，２５７ ３０９ ３３９ １１８ 

 
 １株当たり中間 

(当期)純利益 
 
 

  
 

 
20 年 3 月中間期 
19 年 3 月中間期 

     円  銭 
９  ６４ 

１５  ２１ 

 
 
 

    
 
 

 

 
 

19 年 9 月期 ２４  ７５    
 
 (２)個別財政状態 
 総 資 産     純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 
20 年 3 月中間期 
19 年 3 月中間期 

百万円 
９，４４９ 

１０，３６０ 

百万円
４，２２８ 
４，３７１ 

％ 
４４．７ 
４２．２ 

円   銭
８８１   ８４ 
９１１   ６５ 

19 年 9 月期 １０，２７３ ４，３９１ ４２．８ ９１５  ９３ 

（参考）自己資本 20 年 3 月中間期 4,228 百万円 18 年 3 月中間期 4,371 百万円  19 年 9 月期 4,391 百万円 

 

２．20 年 9 月期の個別業績予想（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日) 
 (％表示は対前期増減率) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 
通期 19,200(△0.3) 340(9.9) 370(9.0) 160(34.8) 33   37 

 

（注）当資料に掲載している見通しの数値は、当社が現在入手可能な情報から判断したものであり、経済
情勢などの動向により変動する場合がありますのでご承知おき下さい。 
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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

（当中間期の経営成績） 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、原油価格をはじめとする原材料の高騰やサブプライム

ロ－ン問題等による企業収益の圧迫、個人消費の冷え込みなどにより景気の先行きに不透明感が広が

っております。 

このような局面の中で当社グル－プは、中期計画に基づき積極的に営業活動を展開しつつ、業務の

効率化による経費の圧縮に取り組み、業績の向上に努めました。 

   この結果、売上高は、102 億９百万円と前年同期と比べ４億 82 百万円（5.0％）の増収、経常利益 

は、１億 95 百万円と前年同期と比べ６百万円（3.4％）の減益、中間純利益は、販売した医療情報シ 

ステムの損害賠償損失引当金を60百万円計上したため、48百万円と前年同期と比べ21百万円（30.4％） 

の減益となりました。 

    各部門別の業績は、次のとおりであります。 

①化学工業薬品部門 

情報関連企業を中心として工業薬品は順調に伸びました。また、機器については、前年を割り込

みました。この結果、同部門の売上高は全体で 62 億 35 百万円となり前年同期と比べ 45 百万円

（0.7％）の減収となりました。    

 ②臨床検査試薬部門 

厳しい値引要請の中で、臨床検査試薬はほぼ前年並みで推移し、機器については、検査システム

等が前年を大きく上回りました。この結果、同部門の売上高は全体で 30 億 43 百万円と前年同期と

比べ４億 51 百万円（17.4％）の増収となりました。 

 ③その他の部門 

食品、農業関連は再編統合の動きが加速し、合理化を余儀なくされております。また、価格競争

も激化しており、厳しい状況が続いておりましたが、食品分野が大幅に伸びました。この結果、同

部門の売上高は、全体で９億 29 百万円と前年同期と比べ 76 百万円（8.9％）の増収となりました。 

 

（当期の見通し） 

       当社グループといたしましては、今後とも化学工業・医療の進歩に寄与するという専門商社として 

   の使命を自覚し､積極的な営業方針のもと､高度化・多様化するユーザーニーズにきめ細かく応えてい

く所存であります。通期の業績見通しは、売上高が、196 億円と前年同期と比べ 51 百万円（0.3％）

の増収、営業利益が、３億 50 百万円と前年同期と比べ 39 百万円（12.7％）の増益、経常利益が、３

億 80 百万円と前年同期と比べ 43 百万円（13.0％）の増益、当期純利益が、１億 65 百万円と前年同

期と比べ 51 百万円（45.3％）の増益を見込んでおります。 

 

（２）財政状態に関する分析 

    当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下｢資金｣という。）は、7億 30 百万円と前

連結会計年度末に比べ 2億 40 百万円の減少となりました。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

     当中間連結会計期間において営業活動の結果支出した資金は、１億 50 百万円（前年同期は、３

億 37 百万円の収入）となりました。これは主に、仕入債務の減少額６億 18 百万円（前年同期比

９億 56 百万円減）によるものであります。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

     当中間連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は、８百万円（前年同期比 33 百万円

減）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出８百万円（前年同期比３百万円

増）によるものであります。 
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   （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

     当中間連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は、81 百万円（前年同期比０百万円

増）となりました。これは主に、配当金の支払による支出 81 百万円（前年同期比０百万円増）に

よるものであります。  

 

(参考)キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
平成 16 年 

9 月期 

平成 17 年 

9 月期 

平成 18 年 

9 月期 

平成 19 年 

9 月期 

平成 20 年 

3 月中間期 

自己資本比率 49.4 48.8 43.8 42.6 44.4 

時価ベースの 

自己資本比率 
29.9 35.6 29.5 26.5 24.4 

キャッシュ･ 

フロー対有利 

子負債比率 

－ － － － － 

インタレスト・

カバレッジ・ 

レシオ 

2,055.6 5,214.3 23,695.5 1394.8 － 

     

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ･フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ･フロー 

インタレスト・カバレッジレシオ：キャシュ･フロー／利払い 

(注１)いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

(注２)株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

(注３)キャッシュ･フローは、営業キャッシュ･フローを利用しています。 

(注４)有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債

を対象としています。 

 

（３）利益配分に関する基本方針 

当社グループは、株主に対して継続的な安定配当を維持していくことを経営の重要政策として位

置づけており、今後とも株主資本利益率の向上を図る方針であります。また、さらなる利益追求に

よって、株主に応えてまいります。 

内部留保につきましては、競争力の維持、強化や経営基盤の拡充に重点的に投資してまいります。 

 

（４）事業等のリスク 

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。 

（特有の法的規制等に係るもの） 

     当社グループは、医薬品卸売業として各種の医薬品及びその関連商品を取り扱っております。こ

のため主に薬事法等の規定により、各事業所が所轄の都道府県知事より必要な許可、登録、指定及

び免許を受け、あるいは監督官公庁に届出の後、販売活動を行っております。これらの規制を遵守

できなかった場合、当社グループの活動が制限される可能性があります。 
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（薬価基準） 

      当社グループの主要取扱商品である医療用医薬品は、薬価基準に収載されており、薬価基準は保

険医療で使用できる医薬品の範囲と使用した医薬品の請求価格を定めたものです。従って、薬価

基準は販売価格の上限として機能しております。 

       なお、薬価基準は、市場実勢価格を反映させるため、原則として２年に１回改定されており、改

訂の都度引き下げられております。このため、販売価格の上限も薬価基準の改定の都度低下し、

売上高に影響を与えることになります。 

 

（貸倒引当金によるリスク） 

      貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を貸倒引当金

に計上しております。しかし、今後の得意先の財務状態の悪化等により、回収可能性が見込まれな

い場合は追加引当が必要となり、収益が悪化する可能性があります。 
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２．企業集団の状況 
 

当社グループは、東北化学薬品株式会社（当社）及び子会社３社並びに持分法適用関連会社１社によ

り構成されており、化学工業薬品･臨床検査試薬・食品添加物・農薬及び同関連機器の販売を主に、これ

らに附帯する保守サービス等の事業を展開しております。 

 当グループの事業に係わる位置付け及び事業部門との関連は、次のとおりであります。 
 

部     門 主  要  品  目 子会社 

化 学 工 業 薬 品

ソーダ工業薬品・有機薬品・無機薬

品・半導体薬品・合成樹脂機能薬品・

防疫用殺虫剤・ワクチン等 

あすなろ理研㈱ 

北星化学㈱ 
化 学 工 業 薬 品 

化学工業薬品関連機器
分析機器・教育機器・計測機器・公害

防止機器・工作機器等 
東北システム㈱ 

臨 床 検 査 試 薬

一般検査用試薬・血液学的検査用試

薬・生化学的検査用試薬・内分泌学的

検査用試薬・免疫血清学的検査用試

薬・細菌学的検査用試薬等 

北星化学㈱ 

臨 床 検 査 試 薬 

臨床検査試薬関連機器

医療機器・検体検査機器・医療用消耗

品・専用消耗品・検査消耗品・医用衛

生材料等 

東北システム㈱ 

㈱ｸﾞﾘｰﾝｹｱｶﾞｰﾃﾞﾝ 

食品添加物・同関連機器 食品添加物・食品・食品加工機器等 
 

 
そ の 他 

農薬・同関連機器
農薬・土壌改良資材・種苗・園芸資材・

飼料・農産物等 
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    化学工業製品 

     
 

 
化学工業薬品、臨床検査試薬、その他 

 
    化学工業薬品関連機器 

 
    臨床検査試薬関連機器 

 
 

                化学工業薬品、臨床検査試薬 

 
 

            化学工業薬品、臨床検査試薬      

 
 
 
 
 

       臨床検査試薬関連機器 

     
               
 

 
 

仕 

入 

先 

子会社 

あすなろ理研㈱ 

子会社 

東北システム㈱ 

子会社 

北星化学㈱ 

持分法適用 

関連会社 

㈱ｸﾞﾘｰﾝｹｱｶﾞｰﾃﾞﾝ 
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３．経営方針 
（１）会社の経営の基本方針 

当社グループの基本方針は、株主に対しては、満足度の向上を目指し、顧客に対しては、豊富な

情報提供とスピーディーな納品、そしてアフターサービスの充実に努め、社員に対しては、全員参

加型の活力ある組織運営を目指すことであります。 

また、財務面においては、キャッシュ・フロー経営を重視し、より一層の資本効率の向上を目指

しております。 

今後も、企業価値を高め、社会により一層貢献するよう努力する所存であります。 

 
（２）目標とする経営指標 

    当社グループは、株主の期待に応えて、より一層の利益拡大をはかっていくことを経営方針とし

ており、重要な経営指標として、連結ＲＯＥ（株主資本利益率）を重視しております。 

   経営目標を以下のとおり定めております。 

    目標達成時期    平成２２年９月期 

連結売上高     ２００億円 

連結経常利益    ４億円 

連結ＲＯＥ     ５％以上 

 
（３）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、３ヶ年中期計画を策定し、中期経営計画の柱である｢新規事業による業容の拡大｣

及び｢旧体質の改革｣に全社一丸となり取り組んでおります。更に当社グループは、グループ全社が

相乗効果を発揮しつつ、グループ全体として一層の成長を目指す経営を推進してまいります。 

    又、ＩＳＯ１４００１を取得したことにより、環境管理委員会を設置するなど環境保全に努め、

社会に認知される企業を目指します。 

 
（４）会社の対処すべき課題 

        今後のわが国経済につきましては、民間設備投資は回復基調にあるものの、景気回復には時間が 

かかるものとみられ、当社を取り巻く事業環境も依然として厳しいものと予想されます。このよう

な環境の中、積極的な営業展開を行いつつ、当社グループは顧客へのサービスを低下することなく、

更なる合理化、低コスト化の推進により対処してまいります。 
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４．中間連結財務諸表 

（１） 中間連結貸借対照表          
（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間末 
（平成 19 年３月 31 日現在）

当中間連結会計期間末 
（平成 20 年３月 31 日現在） 

前連結会計年度 
（平成 19 年９月 30 日現在）

 

 

金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比
 ％ ％ ％

（ 資  産  の  部 ）  

流  動  資  産   

 現 金 及 び 預 金 ※２ 1,511,872 736,993  977,156

 受取手形及び売掛金 ※３ 5,241,758 5,065,398  5,544,624

 た な 卸 資 産  527,439 552,384  401,337

 繰 延 税 金 資 産  23,729 49,402  23,739
 

 
そ の 他 

 

 36,584 82,167  57,818

 貸 倒 引 当 金  △1,149 △3,477  △1,291

 流 動 資 産 合 計  7,340,233 70.4 6,482,871 67.3 7,003,386 67.2

固  定  資  産  

有  形  固 定  資  産 ※１  

 建 物 及 び 構 築 物 ※２ 410,557 380,261  395,552

 土 地 ※２ 1,171,341 1,403,243  1,403,243
 

 
そ の 他 

 

 152,931 171,944  166,471

 有形固定資産合計  1,734,830 16.6 1,955,449 20.3 1,965,267 18.8

無  形  固  定  資  産 10,513 0.1 18,898 0.2 14,718 0.1

投 資 そ の 他 の 資 産  

 投 資 有 価 証 券 ※２ 914,903 760,631  986,138
 

 
差 入 保 証 金 

 

 362,417 368,785  366,895

 繰 延 税 金 資 産  － 469  258
 

 
そ の 他  90,572 72,835  119,718

 

 
貸 倒 引 当 金 

 

 △19,302 △21,910  △28,207

 投資その他の資産合計  1,348,590 12.9 1,180,813 12.2 1,444,804 13.9

 固 定 資 産 合 計  3,093,935 29.6 3,155,162 32.7 3,424,790 32.8

資 産 合 計 10,434,169 100.0 9,638,034 100.0 10,428,176 100.0
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（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間末 
（平成 19 年３月 31 日現在）

当中間連結会計期間末 
（平成 20 年３月 31 日現在） 

前連結会計年度 
（平成 19 年９月 30 日現在）

 

 

金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比

（ 負  債  の  部 ） ％ ％ ％

流 動 負 債   

 支払手形及び買掛金 
※２ 

※３ 5,577,676 4,980,091  5,576,129

 未 払 法 人 税 等  104,043 97,587  90,306
 賞 与 引 当 金  33,428 35,900  35,190
 損害賠償損失引当金  － 60,000  －
 そ の 他  102,122 93,389  103,658
 流 動 負 債 合 計  5,817,270 55.8 5,266,967 54.6 5,805,284 55.6

固 定 負 債  

 繰 延 税 金 負 債  100,059 24,316  101,260
 退 職 給 付 引 当 金  21,988 3,315  10,162
 役員退職慰労引当金  62,822 58,361  65,053
 そ の 他  6,800 6,800  6,800

 固 定 負 債 合 計  191,670 1.8 92,792 1.0 183,275 1.8

負 債 合 計 6,008,940 57.6 5,359,759 55.6 5,988,560 57.4

( 純 資 産 の 部 )  

株 主 資 本  

 資 本 金 820,400 7.9 820,400 8.5 820,400 7.9

 資 本 剰 余 金 881,100 8.4 881,100 9.1 881,100 8.4

 利 益 剰 余 金 2,506,867 24.0 2,513,780 26.1 2,546,931 24.4

 自 己 株 式 △2,511 △0.0 △2,775 △0.0 △2,775 △0.0

株 主 資 本 合 計 4,205,855 40.3 4,212,505 43.7 4,245,655 40.7

評 価 ・ 換 算 差 額 等  

 その他有価証券評価差額金 219,372 65,770  193,959
評 価 ･ 換 算 差 額 等 合 計 219,372 2.1 65,770 0.7 193,959 1.9

純 資 産 合 計 4,425,228 42.4 4,278,275 44.4 4,439,615 42.6

負 債 ・ 純 資 産 合 計 10,434,169 100.0 9,638,034 100.0 10,428,176 100.0
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（２）中間連結損益計算書 

 （単位：千円 千円未満切捨） 
前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

 

 

金   額 百分比 金   額 百分比 金   額 百分比
 ％ ％ ％

売 上 高  9,727,143 100.0 10,209,346 100.0 19,548,723 100.0

売 上 原 価  8,638,648 88.8 9,070,474 88.9 17,388,764 89.0

売 上 総 利 益  1,088,494 11.2 1,138,871 11.1 2,159,959 11.0

販売費及び一般管理費 ※１ 896,950 9.2 951,870 9.3 1,849,408 9.4

営 業 利 益  191,544 2.0 187,000 1.8 310,551 1.6

営 業 外 収 益  12,666 0.1 16,901 0.2 29,535 0.1

 受 取 利 息  2,411 3,875  5,285
 受 取 配 当 金  3,852 5,866  10,766
 受 取 手 数 料  3,540 3,228  6,505
 雑 収 入  2,861 3,931  6,977

営 業 外 費 用  1,957 0.0 8,609 0.1 3,744 0.0

 支 払 利 息  － 73  99

 持分法による投資損失  1,242 358  1,922

 貸    倒    損    失  － 7,342  －
 雑 損 失  715 834  1,722

経 常 利 益  202,252 2.1 195,293 1.9 336,342 1.7

特 別 利 益  99,475 1.0 9,169 0.1 102,926 0.5

 貸 倒 引 当 金 戻 入 益  19,577 3,772  11,859

 投 資 有 価 証 券 売 却 益  － 1  5,027

 投 資 事 業 組 合 利 益  － －  6,182

 役員退職慰労引当金戻入益  78,418 5,395  78,418

 そ の 他 の 特 別 利 益  1,480 －  1,438

特 別 損 失  76,685 0.8 78,335 0.8 85,701 0.4

 固 定 資 産 除 却 損 ※２ － －  14
 会 員 権 評 価 損  1,286 300  1,286
 投資有価証券評価損  － 9,969  －
 投資事 業組 合損 失  1,047 8,065  －
 減 損 損 失 ※３ 74,350 －  84,399

 
損 害 賠 償 損 失 

引 当 金 繰 入 額  
－ 60,000  －

税金等調整前中間（当期）純利益  225,042 2.3 126,127 1.2 353,567 1.8

法人税、住民税及び事業税 
 

 99,946 1.0 93,692 0.9 166,347 0.8

法 人 税 等 調 整 額 
 

 55,585 0.6 △15,925 △0.2 73,645 0.4

中 間 ( 当 期 ) 純 利 益 69,511 0.7 48,361 0.5 113,574 0.6
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(３)中間連結株主資本等変動計算書 

                      

前中間連結会計年度（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年３月 31 日） 
（単位：千円 千円未満切捨） 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 2,518,874 △2,511 4,217,863

中間連結会計期間中の変動額  

剰余金の配当 △81,518  △81,518

中間純利益 69,511  69,511

株主資本以外の項目の中間連結会

計期間中の変動額(純額) 
 

中間連結会計期間中の変動額

合計 － － △12,007 － △12,007

平成 19 年 3月 31 日残高 820,400 881,100 2,506,867 △2,511 4,205,855

 

評価･換算差額等 
 

その他有価証券評価差額金 評価･換算差額等合計 
純資産合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 183,793 183,793 4,401,656

中間連結会計期間中の変動額 

剰余金の配当   △81,518

中間純利益 69,511

株主資本以外の項目の中間連結会

計期間中の変動額(純額) 
35,579 35,579 35,579

中間連結会計期間中の変動額

合計 
35,579 35,579 23,572

平成 19 年 3月 31 日残高 219,372 219,372 4,425,228
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当中間連結会計年度（自 平成 19 年 10 月１日 至 平成 20 年３月 31 日） 

（単位：千円 千円未満切捨） 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 19 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 2,546,931 △2,775 4,245,655

中間連結会計期間中の変動額   

剰余金の配当  △81,511  △81,511

中間純利益  48,361  48,361

株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額(純額) 
  

中間連結会計期間中の変動額

合計 － － △33,150 － △33,150

平成 20 年 3月 31 日残高 820,400 881,100 2,513,780 △2,775 4,212,505

 

評価･換算差額等 
 

その他有価証券評価差額金 評価･換算差額等合計 
純資産合計 

平成 19 年 9月 30 日残高 193,959 193,959 4,439,615

中間連結会計期間中の変動額 

剰余金の配当   △81,511

中間純利益 48,361

株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額(純額) 
△128,189 △128,189 △128,189

中間連結会計期間中の変動額

合計 
△128,189 △128,189 △161,340

平成 20 年 3月 31 日残高 65,770 65,770 4,278,275
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前連結会計年度（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年９月 30 日） 
                                                                                            （単位：千円 千円未満切捨） 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 2,518,874 △2,511 4,217,863

連結会計年度中の変動額   

剰余金の配当  △85,518  △85,518

当期純利益  113,574  113,574

自己株式の取得  △264 △264

株主資本以外の項目の連結会

計年度中の変動額(純額) 
  

連結会計年度中の変動額

合計 － － 28,056 △264 27,792

平成 19 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 2,546,931 △2,775 4,245,655

 
評価･換算差額等 

 
その他有価証券評価差額金 評価･換算差額等合計 

純資産合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 183,793 183,793 4,401,656

連結会計年度中の変動額 

剰余金の配当   △85,518

当期純利益 113,574

自己株式の取得 △264

株主資本以外の項目の連結会

計年度中の変動額(純額) 
10,166 10,166 10,166

連結会計年度中の変動額

合計 
10,166 10,166 37,959

平成 19 年 9月 30 日残高 193,959 193,959 4,439,615
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（５）中間連結キャッシュ・フロ－計算書   
 （単位：千円 千円未満切捨） 

 
前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

 税金等調整前中間(当期)純利益 225,042 126,127 353,567
 減 価 償 却 費 20,815 19,425 40,677
 減 損 損 失 74,350 － 84,399
 投 資 有 価 証 券 評 価 損 － 9,969 －
 投 資 有 価 証 券 売 却 益 － △1 △5,027
 投 資 事 業 組 合 損 失 1,047 8,065 －
 投 資 事 業 組 合 利 益 － － △6,182
 の れ ん 償 却 額 － 1,307 653
 貸倒引当金増加額又は減少（△）額 △19,361 △3,454 △10,442
 賞 与 引 当 金 増 加 額 928 710 500

 
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 増 加 額 

又 は 減 少 （ △ ） 額 △75,977 △6,691 △73,746

 退職給付引当金の減少（△）額 △4,835 △6,846 △16,662
 損害賠償損失引当金の増加額 － 60,000 －
 受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △6,264 △9,741 △16,052
 支 払 利 息 － 73 99
 持 分 法 に よ る 投 資 損 益 1,242 358 1,922
 会 員 権 評 価 損 1,286 300 －
 貸 倒 損 失 － 7,342 －
 売上債権の増加（△）額又は減少額 △110,479 497,150 △381,530
 たな卸資産の増加（△）額又は減少額 △61,534 △151,046 66,392
 仕 入 債 務 の 増 加 額 337,967 △618,147 245,792
 そ の 他 21,531 △7,754 8,520

小    計 405,758 △72,854 292,882

 利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 6,395 9,166 16,071

 利 息 の 支 払 額 － △73 △99

 法 人 税 等 の 支 払 額 △74,649 △86,300 △157,312

営業活動によるキャッシュ・フロー 337,504 △150,060 151,542

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △4,211 △8,098 △264,399

 無形固定資産の取得による支出 － △6,969 －

 投資有価証券の取得による支出 △220,908 △11,013 △643,934

 投資有価証券の売却による収入 199,811 20,061 499,720

 関係会社株式取得による支出 △4,000 － △4,000

 新規連結子会社の取得による収入 － － 40,104

 定 期 預 金 預 入 に よ る 支 出 △200 － △1,200

 貸 付 け に よ る 支 出 △18,000 － △18,000

 貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入 202 382 10,584

 そ の 他 4,704 △3,338 △6,696

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,601 △8,976 △387,822
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前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短 期 借 入 に よ る 収 入 － 350,000 680,000

 短期借入金の返済による支出 － △350,000 △680,000

 自己株式の取得による支出 － － △264

 配 当 金 の 支 払 額 △81,768 △81,126 △86,036

財務活動によるキャッシュ・フロー △81,768 △81,126 △86,300

 現金及び現金同等物の増加額 213,134 △240,162 △322,581

 現金及び現金同等物の期首残高 1,293,437 970,856 1,293,437

 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 1,506,572 730,693 970,856
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（６）中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
 

前中間連結会計期間 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自 平成 19 年 10 月１日 

至 平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

１．連結の範囲に関する事項 

すべての子会社を連結しておりま

す。 

連結子会社の数   ２社     

連結子会社の名称 

あすなろ理研㈱ 

東北システム㈱ 

１．連結の範囲に関する事項 

すべての子会社を連結しておりま

す。 

連結子会社の数   ３社    

連結子会社の名称 

あすなろ理研㈱ 

東北システム㈱ 

北星化学㈱ 

１．連結の範囲に関する事項 

すべての子会社を連結しておりま

す。 

連結子会社の数   ３社    

連結子会社の名称 

あすなろ理研㈱ 

東北システム㈱ 

北星化学㈱ 

 上記のうち、北星化学㈱は、当

連結会計年度において株式を

100％取得したため、連結の範囲

に含めております。 

２．持分法の適用に関する事項 

すべての関連会社に持分法を適用

しております。 

持分法を適用した関連会社の数 

１社 

持分法を適用した関連会社の名称 

 ㈱グリーンケアガーデン 

なお、当中間連結会計期間において

新たに株式を取得した㈱グリーン

ケアガーデンに持分法を適用して

おります。 

２．持分法の適用に関する事項 

すべての関連会社に持分法を適用

しております。 

持分法を適用した関連会社の数

１社 

持分法を適用した関連会社の名称 

 ㈱グリーンケアガーデン 
 

 

２．持分法の適用に関する事項 

すべての関連会社に持分法を適用

しております。 

持分法を適用した関連会社の数

１社 

持分法を適用した関連会社の名称 

 ㈱グリーンケアガーデン 

なお、当連結会計年度において新た

に株式を取得した㈱グリーンケア

ガーデンに持分法を適用しており

ます。 

同左 

３．連結子会社の中間決算日等に関する

事項 

連結子会社の中間決算日は、中間

連結決算日と一致しております。 

３．連結子会社の中間決算日等に関する

事項 

同左 

３．連結子会社の事業年度等に関する事

項 

連結子会社の決算日は、連結決算

日と一致しております。 

４．会計処理基準に関する事項 

(１)重要な資産の評価基準及び評価方

法 

①有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

中間連結会計期間末日の市場

価格等に基づく時価法（評価差

額は、全部純資産直入法により

処理し、売却原価は、移動平均

法により算定）によっておりま

す。 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

    なお、投資事業有限責任組合へ 

の出資（証券取引法第２条第２

項により有価証券とみなされ

るもの）については、組合契約

に規定される決算報告日に応

じて入手可能な最近の決算書

を基礎とし、持分相当額を純額 

で取り込む方法によっており

ます。   
 

４．会計処理基準に関する事項 

(１)重要な資産の評価基準及び評価方

法 

①有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

同左 

 

 

 

 

 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

    なお、投資事業有限責任組合へ

    の出資（金融商品取引法第２条

    第２項により有価証券とみな 

    されるもの）については、組合

    契約に規定される決算報告日 

    に応じて入手可能な最近の決 

    算書を基礎とし、持分相当額を

    純額で取り込む方法によって 

おります。 

     

 

 

 

４．会計処理基準に関する事項 

(１)重要な資産の評価基準及び評価方

法 

①有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

連結決算期末日の市場価格等

に基づく時価法（評価差額は、

全部純資産直入法により処理

し、売却原価は、移動平均法に

より算定）によっております。

 

時価のないもの 

同左 
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前中間連結会計期間 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自 平成 19 年 10 月１日 

至 平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

②たな卸資産 

総平均法による原価法 

②たな卸資産 

同左 

②たな卸資産 

同左 

(２)重要な減価償却資産の減価償却の 

方法 

①有形固定資産 

定率法によっております。 

ただし、平成１０年４月１日以

降取得した建物（建物附属設備を

除く）については、定額法によっ

ております。 

(２)重要な減価償却資産の減価償却の 

方法 

①有形固定資産 

定率法によっております。 

    ただし、平成１０年４月１日以

   降取得した建物（建物附属設備を

   除く）については、定額法によっ

ております。 

（追加情報） 

 当中間連結会計期間より、平成 19 年

９月 30 日以前に取得した有形固定資

産のうち償却可能限度額までの償却

が終了しているものについては、残存

価額を５年間で均等償却しておりま

す。この変更に伴う影響額は軽微であ

ります。 

 

(２)重要な減価償却資産の減価償却の 

方法 

①有形固定資産 

定率法によっております。 

    ただし、平成１０年４月１日以

   降取得した建物（建物附属設備を

   除く）については、定額法によっ

ております。 

②無形固定資産 

ソフトウェア（自社利用分）につ

いては、社内における見込利用可

能期間（５年以内）による定額法

によっております。 

②無形固定資産 

同左 

②無形固定資産 

同左 

(３)重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については、貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については、個別に回

収の可能性を検討し、回収不能見

込額を計上しております。 

(３)重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

同左 

（３）重要な引当金の計上基準 

 ①貸倒引当金 

同左 

②賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の

支出に充てるため、支給見込額に

基づき計上しております。 

 ②賞与引当金 

同左 

 ②賞与引当金 

同左 

 ③退職給付引当金 

   従業員の退職給付に備えるため、 

当連結会計年度末における退職

給付債務及び年金資産の見込額

に基づき、当中間連結会計期間末

において発生していると認めら

れる額を計上しております。 

    また、数理計算上の差異は、各 

連結会計年度の発生時の従業員 

の平均残存勤務期間以内の一定 

の年数（５年）による定額法によ

り按分した額をそれぞれ発生の

翌連結会計年度から費用処理し

ております｡ 

 ③退職給付引当金 

同左 

 

③退職給付引当金 

   従業員の退職給付に備えるため、

当連結会計年度末における退職

給付債務及び年金資産の見込額

に基づき計上しております。 

    また、数理計算上の差異は、各

連結会計年度の発生時の従業員 

の平均残存勤務期間以内の一定 

の年数（５年）による定額法によ

り発生の翌連結会計年度から費 

用処理することにしております｡
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前中間連結会計期間 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自 平成 19 年 10 月１日 

至 平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

④役員退職慰労引当金 

役員に対する退職慰労金の支出

に備えるため、内規に基づく中間

期末要支給額を計上しておりま

す。 
（追加情報） 

  当中間連結会計期間におい

て、役員退職慰労金内規を見直

した結果、78,418 千円を取り崩

して、特別利益に計上しており

ます。 

④役員退職慰労引当金 

役員に対する退職慰労金の支出

に備えるため、内規に基づく中間

期末要支給額を計上しておりま

す。 
  

④役員退職慰労引当金 

役員に対する退職慰労金の支出

に備えるため、内規に基づく期末

要支給額を計上しております。 
 

（追加情報） 

  当連結会計年度において、役

員退職慰労金内規を見直した

結果、78,418 千円を取り崩し

て、特別利益に計上しておりま

す。 

 

 ⑤損害賠償損失引当金 

   損害賠償に対する損失に備える

ため、必要と認められる額を計上

しております。 

(４)重要なリース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によってお

ります。 

(４)重要なリース取引の処理方法 

同左 
(４)重要なリース取引の処理方法 

同左 

(５)消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 
(５)消費税等の会計処理 

同左 

(５)消費税等の会計処理 

同左 

５．中間連結キャッシュ･フロー計算書

における資金の範囲 

手許現金、要求払預金及び取得日

から３ヶ月以内に満期日の到来

する流動性の高い、容易に換金可

能であり、かつ、価値の変動につ

いて僅少なリスクしか負わない

短期的な投資であります。 

５．中間連結キャッシュ･フロー計算書

における資金の範囲 

同左 

 

 

５．連結キャッシュ・フロー計算書にお

ける資金の範囲 

 同左 
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（７）中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 
 
 

前中間連結会計期間 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自 平成 19 年 10 月１日 

至 平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

 （有形固定資産の減価償却の方法の変更）

当連結会計年度より、平成 19 年度の

法人税法の改正（（所得税等の一部を改

正する法律 平成19年 3月 30日 法律

第 6号）及び（法人税法施行令の一部を

改正する政令 平成19年 3月 30日 政

令第 83 号)）に伴い、平成 19 年４月１

日以降に取得した有形固定資産につい

ては、改正法人税法に規定する償却方法

により減価償却費を計上しております。

 なお、この変更に伴う損益への影響は

軽微であります。 
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（８）中間連結財務諸表に関する注記事項 

（中間連結貸借対照表関係）                         

（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間末 
（平成 19 年３月 31 日現在） 

当中間連結会計期間末 
（平成 20 年３月 31 日現在） 

前連結会計年度 
（平成 19 年９月 30 日現在） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

                   998,439  
※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

   1,034,760   

※１

 

有形固定資産の減価償却累計額 

          1,023,443

※２ 担保に供している資産 

現金及び預金          5,300 

建物及び構築物     39,107 

土    地         53,534 
投資有価証券       8,411  

    計           106,353  

上記に対応する債務 

 支払手形及び買掛金   500,547  

※２ 担保に供している資産 

現金及び預金           6,000

建物及び構築物      38,014

土    地         53,534

投資有価証券        8,233

    計            105,782

上記に対応する債務 

 支払手形及び買掛金  424,261

※２ 担保に供している資産 

現金及び預金          5,300

建物及び構築物     38,561

土    地         53,534

投資有価証券        7,813

    計          105,208

上記に対応する債務 

 支払手形及び買掛金    683,055

  

※３ 中間期末日満期手形の処理 

  中間期末日満期手形の会計処

理は、当中間連結会計年度末日が

金融機関の休日のため手形交換

日をもって決済処理をしており

ます。中間期末残高に含まれる中

間期末日満期手形は次のとおり

であります。 

(1)受取手形       52,540 
(2)支払手形        88,615 

 

※３ 期末日満期手形の処理 

  期末日満期手形の会計処理は、

当連結会計年度末日が金融機関の

休日のため手形交換日をもって決

済処理をしております。期末残高

に含まれる期末日満期手形は次の

とおりであります。 

 

(1)受取手形        42,546

(2)支払手形        170,354

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

  ４ 手形裏書譲渡高 

受取手形裏書譲渡高     4,188
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（中間連結損益計算書関係）                                           
    （単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自 平成 19 年 10 月１日 

至 平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

販売費及び一般管理費の主なもの 販売費及び一般管理費の主なもの 販売費及び一般管理費の主なもの 

給 与 手 当 ・ 役 員 報 酬 476,636 給 与 手 当 ・ 役 員 報 酬 505,284 運 送 費 39,000

賞 与 引 当 金 繰 入 額 33,428 賞 与 引 当 金 繰 入 額 35,900 給与手当・役員報酬 1,024,474

退 職 給 付 費 用 19,477 退 職 給 付 費 用 21,884 賞 与 引 当 金 繰 入 額 35,190

役員退職慰労引当金繰入額 2,441 役員退職慰労引当金繰入額 2,833 退 職 給 付 費 用 40,542

厚     生     費 72,081 厚     生     費 64,028 役員退職慰労引当金繰入額 4,672

車     両     費 49,987 車     両     費 61,726 厚     生     費 146,136

減  価  償  却  費 20,815 減  価  償  却  費 19,425 車     両     費 109,441

  の れ ん 償 却 額 1,307 減  価  償  却  費 40,677

※1 

  

※１

 

※１

の れ ん 償 却 額 653

 ※２ 固定資産除却損の内訳は、次のとおり

であります。 

  有形固定資産その他     14 

    （器具備品） 

減損損失 

  当社グループは、以下の資産グ

ループについて減損損失を計上し

ました。 

 

※３ 減損損失 

  当社グループは、以下の資産グル

ープについて減損損失を計上しまし

た。 

 
用途 種類 場所 

金額 

(千円) 

  用途 種類 場所 
金額 

(千円)

 事業用 

資産 

建物及び

構築物 

宮城県 

黒川郡 
20,131

 事業用

資産 

土地及び 

建物等 

宮城県

黒川郡
74,837

 事業用 

資産 
土地 

宮城県 

黒川郡 
53,118

 

 
 

遊休 土地 
青森県

弘前市
9,562

 事業用 

資産 
その他 

宮城県 

黒川郡 
1,101

   計 84,399

 計 74,350    

   

 

※３

（経緯） 

営業キャシュ･フローの低下によ

り投資額の回収が見込めなくなった

ことに伴い上記資産について帳簿価

額を回収可能価額まで減額し、減損

損失74,350千円を特別損失に計上い

たしました。 

 

（グルーピングの方法） 

当社グループは、主として支店を

独立した単位としております。なお、

将来の使用が見込まれていない遊休

資産については個々の物件単位でグ

ルーピングをしております。 

（回収可能価額の算定方法等） 

減損損失を認識した固定資産の回

収可能価額は、正味売却価額を使用

しております。正味売却価額は、不

動産鑑定評価額に基づき算定してお

ります。 

  （経緯） 

事業所については、営業キャシュ･フロ-

の低下により投資額の回収が見込めなくな

ったことに伴い上記資産について帳簿価額

を回収可能額まで減額しました。また、遊

休土地については、今後の利用計画もなく、

地価も著しく下落しているため、減損損失

を認識いたしました。 

（グルーピングの方法） 

当社グループは、主として支店を独立し

た単位としております。なお、将来の使用

が見込まれていない遊休資産については

個々の物件単位でグルーピングをしており

ます。 

（回収可能価額の算定方法等） 

減損損失を認識した固定資産の回収可能

価額は、正味売却価額を使用しております。

正味売却価額は、不動産鑑定評価額に基づ

き算定しております。 
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（中間連結株主資本等変動計算書関係） 

前中間連結会計期間（自 平成 18 年 10 月 1 日 至 平成 19 年 3 月 31 日） 

 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末(株)
増加 

(株) 

減少 

(株) 

当中間連結会計期間末

(株) 

普通株式 4,800,000 － － 4,800,000 

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末(株)
増加 

(株) 

減少 

(株) 

当中間連結会計期間末

(株) 

普通株式 4,800 － － 4,800 

 

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(千円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成 18 年 12 月 20 日 

定時株主総会 
普通株式 81,518 17.00 平成 18 年 9 月 30 日 平成 18年 12月 21日

 

当中間連結会計期間（自 平成 19 年 10 月 1 日 至 平成 20 年 3 月 31 日） 

 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末(株)
増加 

(株) 

減少 

(株) 

当中間連結会計期間末

(株) 

普通株式 4,800,000 － － 4,800,000 

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末(株)
増加 

(株) 

減少 

(株) 

当中間連結会計期間末

(株) 

普通株式 5,200 － － 5,200 

 

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(千円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成 19 年 12 月 20 日 

定時株主総会 
普通株式 81,511 17.00 平成 19 年 9 月 30 日 平成 19年 12月 21日
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前連結会計年度（自 平成 18 年 10 月 1 日 至 平成 19 年 9 月 30 日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 
前連結会計年度末

(株) 

増加 

(株) 

減少 

(株) 

当連結会計期間末 

(株) 

普通株式 4,800,000 － － 4,800,000 

 

２． 自己株式に関する事項 

株式の種類 
前連結会計年度末

(株) 

増加 

(株) 

減少 

(株) 

当連結会計期間末 

(株) 

普通株式 4,800 400 － 5,200 

（変更事由の概要） 

  増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

   単元未満株式の買取りによる増加  400 株 

 

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(千円) 

１株当たり配当額

(円) 
基準日 効力発生日 

平成 18 年 12 月 20 日 

定時株主総会 
普通株式 81,518 17.00 平成 18 年 9 月 30 日 平成 18 年 12 月 21 日

 

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資

配当金の

総額 

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 

平成 19 年 12 月 20 日

定時株主総会 
普通株式 利益剰余金 81,511 17.00 平成 19 年 9 月 30 日 平成 19年 12月 21日
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書）                                   
（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係     

現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係    

現金及び現金同等物の期末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係    

現金及び預金勘定      1,511,872 
預入期間が３ヶ月を 

越える定期預金           △5,300 

現金及び現金同等物     1,506,572 

現金及び預金勘定       736,993
預入期間が３ヶ月を 

越える定期預金            △6,300

現金及び現金同等物       730,693

現金及び預金勘定      977,156  

預入期間が３ヶ月を 

越える定期預金         △6,300

現金及び現金同等物       970,856
    株式の取得により新たに連結子会社と

なった会社の資産及び負債の主な内訳

 北星化学株式会社を新たに連結した

ことに伴う連結開始時の資産及び負債

の内訳、当該子会社の取得価額及び取

得による支出（純額）との関係は次の

とおりであります。 

 流動資産         137,947

 固定資産           7,077

 のれん                  6,685

流動負債             △91,709

子会社の取得価額        60,000
子会社の現金及び現金同等物   

              △100,104
差引：子会社の取得による収入   

  40,104
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（セグメント情報） 

（１）事業の種類別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自平成 18 年 10 月 1 日 至平成 19 年 3 月 31 日）、当中間連結会計期間（自

平成 19 年 10 月 1 日 至平成 20 年 3 月 31 日）及び前連結会計年度（自平成 18 年 10 月 1 日 至

平成 19 年 9 月 30 日） 

当社及び連結子会社の事業は、化学工業薬品及び臨床検査試薬並びにこれらに付随する関連機

器の販売等の単一事業であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので

記載は省略しております。 

 

（２）所在地別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自平成 18 年 10 月 1 日 至平成 19 年 3 月 31 日）、当中間連結会計期間（自

平成 19 年 10 月 1 日 至平成 20 年 3 月 31 日）及び前連結会計年度（自平成 18 年 10 月 1 日 至

平成 19 年 9 月 30 日） 

 

本邦以外の国、又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、所在地別セグメント情報

の記載は省略しております。 

 

（３）海外売上高 

前中間連結会計期間（自平成 18 年 10 月 1 日 至平成 19 年 3 月 31 日）、当中間連結会計期間（自

平成 19 年 10 月 1 日 至平成 20 年 3 月 31 日）及び前連結会計年度（自平成 18 年 10 月 1 日 至

平成 19 年 9 月 30 日） 

海外売上高は、連結売上高の１０％未満のため記載は省略しております。 

 

（生産、受注及び販売の状況） 

（１） 販売実績                           

 （単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

       期  別 

 

 

区   分 金    額 構成比 金    額 構成比 金    額 構成比

  ％  ％ ％

化 学 工 業 薬 品 部 門 6,281,342 64.6 6,235,638 61.1 12,442,924 63.6

臨 床 検 査 試 薬 部 門 2,591,985 26.6 3,043,878 29.8 5,173,979 26.5

そ の 他 の 部 門 853,815 8.8 929,829 9.1 1,931,820 9.9

合     計 9,727,143 100.0 10,209,346 100.0 19,548,723 100.0

  

（２）仕入実績 
                                    （単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

期  別 

 

 

区   分 金    額 構成比 金    額 構成比 金    額 構成比

  ％  ％  ％

化 学 工 業 薬 品 部 門 5,631,908 64.7 5,656,854 61.3 11,154,922 64.4

臨 床 検 査 試 薬 部 門 2,242,547 25.8 2,697,473 29.3 4,475,485 25.8

そ の 他 の 部 門 825,726 9.5 867,193 9.4 1,691,964 9.8

合     計 8,700,182 100.0 9,221,521 100.0 17,322,371 100.0
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（リース取引関係） 
                                                （単位：千円 千円未満切捨） 

前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

１．借主側 

リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び中間期末残高相当

額 
 
 

取得価額 

相当額 

減価償却

累計額 

相当額 

中間期末 

残高 

相当額 

有形固定資

産その他 
120,456 69,210 51,246

無 形 固

定 資 産 
76,974 26,793 50,180

計 197,430 96,003 101,426

   

リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

１．借主側 

リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び中間期末残高相当

額 
 
 

取得価額

相当額

減価償却

累計額

相当額

中間期末

残高 

相当額

有形固定資

産その他

(車両運搬具)

7,818 5,124 2,693

有形固定資

産その他
器具備品

115,793 40,833 74,960

無形固定

資 産
112,922 25,572 87,349

計 236,534 71,530 165,003
 

リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

１．借主側 

リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び期末残高相当額 
 

 
取得価額 

相当額 

減価償却

累計額

相当額

期末残高

相当額

有形固定資

産その他 

車両運搬具

7,818 4,342 3,475

有形固定資

産その他 
器具備品 

113,105 65,666 47,439

無 形 固

定 資 産 
99,306 29,835 69,470

計 220,229 99,844 120,385
 

未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内      64,869 

１  年  超      137,412 
     計        202,282 
なお、取得価額相当額及び未経過リース

料中間期末残高相当額は、未経過リース

料中間期末残高の有形固定資産の中間期

末残高等に占める割合が低いため、支払

利子込み法により算定しております。 

未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内      79,106 

１  年  超      170,097 

     計        249,203 
同左 

未経過リース料期末残高相当額 

１  年  内      68,684 

１  年  超      148,599 

     計             217,284 
なお、取得価額相当額及び未経過リース

料期末残高相当額は、未経過リース料期

末残高の有形固定資産の期末残高等に占

める割合が低いため、支払利子込み法に

より算定しております。 

支払リース料及び減価償却費相当額  

  支払リース料           34,306 

(減価償却費相当額) 

支払リース料及び減価償却費相当額  

  支払リース料        38,642 

 (減価償却費相当額) 

支払リース料及び減価償却費相当額   

支払リース料       71,298

 (減価償却費相当額) 

減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。 

減価償却費相当額の算定方法 

同左 

減価償却費相当額の算定方法 

同左 

 

オペレーティング・リース取引 

未経過リース料 

１  年  内       8,983 
１  年  超        27,740 

     計           36,723 

 

オペレーティング・リース取引 

未経過リース料 

１  年  内        6,882 
１  年  超         14,985 

     計           21,867 

 

オペレーティング・リース取引 

未経過リース料 

１  年  内           12,079 
１  年  超          38,213 

     計            50,293 

減損損失について 

 リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

 

減損損失について 

 同左 

 

減損損失について 

同左 
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前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

２．貸主側 
   未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内   30,440 千円 

１  年  超   70,415 千円 

          計      100,855 千円 

上記は、 全て転貸リース取引に係る貸手

側の未経過リース料中間期末残高相当額

であります。 

なお、当該転貸リース取引は、概ね同一

の条件で第三者にリースしておりますの

で、ほぼ同額の残高が上記１の借手側の

注記(２)未経過リース料中間期末残高相

当額に含まれております。 

また、未経過リース料中間期末残高相当

額は、未経過リース料中間期末残高及び

見積残存価額の残高の合計額が営業債権

の中間期末残高に占める割合が低いた

め、受取利子込み法により算定しており

ます。 

 

２．貸主側 
   未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内   34,762 千円 
１  年  超   49,739 千円 

         計       84,502 千円 
 

同左 

２．貸主側 

   未経過リース料期末残高相当額 

１  年  内   32,892 千円 
１  年  超    64,469 千円 

         計       97,362 千円 

上記は、 全て転貸リース取引に係る貸手

側の未経過リース料期末残高相当額であ

ります。 

なお、当該転貸リース取引は、概ね同一

の条件で第三者にリースしておりますの

で、ほぼ同額の残高が上記１の借手側の

注記(２)未経過リース料期末残高相当額

に含まれております。 

また、未経過リース料期末残高相当額は、

未経過リース料期末残高及び見積残存価

額の残高の合計額が営業債権の期末残高

に占める割合が低いため、受取利子込み

法により算定しております。 
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（有価証券関係） 

前中間連結会計期間末（平成 19 年３月 31 日現在） 

１．その他有価証券で時価のあるもの 
（単位：千円 千円未満切捨） 

区分 取得原価 中間連結貸借対照表計上額 差額 

株式 437,213 805,238 368,074

合計 437,213 805,238 368,074

 

２．時価評価されていない有価証券 
（単位：千円 千円未満切捨） 

内容 中間連結貸借対照表計上額 

非上場株式 11,768

投資事業組合出資金 97,845

合計 109,614

 

当中間連結会計期間末（平成 20 年３月 31 日現在） 

１．その他有価証券で時価のあるもの 
（単位：千円 千円未満切捨） 

区分 取得原価 中間連結貸借対照表計上額 差額 

株式 452,918 561,052 108,134

合計 452,918 561,052 108,134

 

２．時価評価されていない有価証券 
（単位：千円 千円未満切捨） 

内容 中間連結貸借対照表計上額 

非上場株式 11,768

投資事業組合出資金 187,810

合計 199,579

（注）表中の「連結貸借対照表計上額」は、減損処理後の帳簿価額であります。 

   なお、当中間連結会計期間において減損処理を行い、投資有価証券評価損は、9,969 千円を計上しております。 

 

前連結会計年度（平成 19 年９月 30 日現在） 

 

１．その他有価証券で時価のあるもの 
（単位：千円 千円未満切捨） 

区分 取得原価 
連結決算日における 

連結貸借対照表計上額 
差額 

株式 441,908 767,344 325,436

合計 441,908 767,344 325,436

 

２．時価評価されていない有価証券 
（単位：千円 千円未満切捨） 

内容 連結貸借対照表計上額 

非上場株式 19,518

投資事業組合出資金 199,275

合計 218,794
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（デリバティブ取引） 

前中間連結会計期間（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年３月 31 日）、当中間連結会計期間（自 平成 19 年 10

月１日 至 平成 20 年３月 31 日）及び前連結会計年度（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年９月 30 日） 

 

該当事項はありません。 

 

（ストック･オプション等） 

前中間連結会計期間（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年３月 31 日）、当中間連結会計期間（自 平成 19 年 10

月１日 至 平成 20 年３月 31 日）及び前連結会計年度（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年９月 30 日） 

 

該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報） 
 

前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

１株当たり純資産額    922 円 85 銭 

 

１株当たり中間純利益   14 円 50 銭 

 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益

については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

１株当たり純資産額   892 円 27 銭 

 

１株当たり中間純利益   10 円 09 銭 

 

同左 

１株当たり純資産額    925 円 92 銭 

 

１株当たり当期純利益   23 円 69 銭 

 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

 
(注)１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日

至 平成 19 年９月 30 日

中間(当期)純利益(千円) 69,511 48,361 113,574

普通株主に帰属しない金額(千円) － － －

普通株式に係る中間(当期)純利益 

(千円) 
69,511 48,361 113,574

普通株式の期中平均株式数(株) 4,795,200 4,794,800 4,795,146
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（重要な後発事象） 

前中間連結会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間連結会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前連結会計年度 

自 平成 18 年 10 月１日 

至 平成 19 年９月 30 日 

当社は、北星化学株式会社株式を取得

することを平成 19 年 2 月 19 日開催の

取締役会において決定し、平成 19 年 4

月 9日に同社株式を取得しました。 

(1)株式取得の目的 

業務拡大の一環として岩手県地

区への販売強化を目的として株式

を取得することを決定いたしまし

た。 

(2)株式取得日     平成 19年 4月 9日 

(3)取得株式数、取得価額及び取得前後

の所有株式の状況 

①異動前の所有株式数       －株 

（所有割合 －％） 

②取得株式数           1,000 株 

（取得価額 60,000 千円） 

③異動後の所有株式数      1,000 株 

（所有割合 100％） 

(4)北星化学株式会社の概要 

代表者 代表取締役社長  野澤 学 

資本金の額        10,000 千円 

所在地  岩手県盛岡市上田三丁目

5番 35 号 

主な事業内容  

試薬、検査薬、化学工業薬品、 

理化学機器等の販売 

   売上高及び当期純利益 

(平成 19 年 3 月期) 

  売上高       341,146 千円 

  当期純利益       6,913 千円 

  資産、負債、資本の状況 

(平成 19 年 3 月期) 

  資産合計       145,024 千円 

  負債合計        91,709 千円 

  資本合計       53,314 千円 
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５．個別中間財務諸表 
（１）中間貸借対照表 

                                    （単位：千円 千円未満切捨） 

前中間会計期間末 
（平成 19 年３月 31 日現在） 

当中間会計期間末 
（平成 20 年３月 31 日現在） 

前事業年度 

要約貸借対照表 
（平成 19 年９月 30 日現在） 

     期  別 

 

科  目 

金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比

（資 産 の 部）  ％  ％ ％

流   動   資   産      

現 金 及 び 預 金 ※２ 1,482,422
 

615,038  858,569

受 取 手 形 ※３ 734,099
 

615,819  666,545

売 掛 金  4,478,215
 

4,361,796  4,820,688

た な 卸 資 産  518,545  539,515  391,481

繰 延 税 金 資 産  22,094  46,529  21,321

そ の 他  67,266  100,973  77,552

貸 倒 引 当 金  △616  △2,578  △657  

流 動 資 産 合 計  7,302,026 70.5 6,277,096 66.4 6,835,501 66.5

固  定  資  産      

有 形 固 定 資 産 ※１      

建 物 ※２ 345,434  321,528  333,356

土 地 ※２ 1,097,858  1,329,760  1,329,760

そ の 他  176,373  194,038  189,044

有形固定資産合計  1,619,667 15.6 1,845,327 19.5 1,852,161 18.0

無 形 固 定 資 産 9,842 0.1 13,131 0.2 7,613 0.1

投資その他の資産     

投 資 有 価 証 券 ※２ 914,903 759,976  985,488

差 入 保 証 金  361,033 366,865  363,231

そ の 他  171,943 209,494  257,216

貸 倒 引 当 金  △19,302 △21,910  △28,207

投資その他の資産合計  1,428,577 13.8 1,314,427 13.9 1,577,729 15.4

固 定 資 産 合 計  3,058,087 29.5 3,172,887 33.6 3,437,504 33.5

資 産 合 計 10,360,113 100.0 9,449,983 100.0 10,273,005 100.0
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（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間会計期間末 
（平成 19 年３月 31 日現在） 

当中間会計期間末 
（平成 20 年３月 31 日現在） 

前事業年度 

要約貸借対照表 
（平成 19 年９月 30 日現在） 

 

 

金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比
（ 負  債  の  部 ） ％ ％ ％

流 動 負 債   

 支 払 手 形 ※2,3 562,688 531,811  575,452
 買 掛 金 ※２ 5,008,190 4,333,579  4,913,178

 未 払 法 人 税 等  101,186 94,712  89,904

 賞 与 引 当 金  30,000 30,000  30,000

 損害賠償損失引当金  － 60,000  －

 そ の 他 ※４ 94,835 79,862  89,885

 流 動 負 債 合 計  5,796,900 56.0 5,129,964 54.3 5,698,421 55.4

固 定 負 債  

 繰 延 税 金 負 債  100,059 24,316  101,247

 退 職 給 付 引 当 金  21,988 3,315  10,162

 役員退職慰労引当金  62,822 57,361  64,653

 そ の 他  6,800 6,800  6,800

 固 定 負 債 合 計  191,670 1.8 91,792 1.0 182,862 1.8

負 債 合 計 5,988,570 57.8 5,221,756 55.3 5,881,284 57.2

（純資産の部）  

株    主    資    本   

 資      本      金  820,400 7.9 820,400 8.7 820,400 8.0

 資  本  剰  余  金   

  資 本 準 備 金  881,100 881,100  881,100

資 本 剰 余 金 合 計 881,100 8.5 881,100 9.3 881,100 8.6

 利  益  剰  余  金  

  利 益 準 備 金 105,000 105,000  105,000

  その他利益剰余金  

   別 途 積 立 金 2,190,000 2,230,000  2,190,000

   繰越利益剰余金  158,181 128,608  203,909

 利益剰余金合計  2,453,181 23.7 2,463,608 26.0 2,498,909 24.3

 自   己   株   式  △2,511 △0.0 △2,775 △0.0 △2,775 △0.0

 株 主 資 本 合 計  4,152,169 40.1 4,162,332 44.0 4,197,633 40.9

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金  219,372 65,894  194,087

 評価・換算差額等合計 219,372 2.1 65,894 0.7 194,087 1.9

 純  資  産  合  計 4,371,542 42.2 4,228,227 44.7 4,391,721 42.8

負債･純資産合計 10,360,113 100.0 9,449,983 100.0 10,273,005 100.0
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（２）中間損益計算書 
                                    （単位：千円 千円未満切捨） 

前中間会計期間 
自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間会計期間 
自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前事業年度 

要約損益計算書 
自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

期  別 

 

 

科  目 
金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 百分比

  ％ ％ ％

売 上 高 9,623,624 100.0 9,954,633 100.0 19,257,195 100.0

売 上 原 価 8,613,191 89.5 8,937,629 89.8 17,280,172 89.7

売 上 総 利 益 1,010,433 10.5 1,017,004 10.2 1,977,023 10.3

販売費及び一般管理費 824,031 8.5 835,180 8.4 1,667,608 8.7

営 業 利 益 186,401 2.0 181,824 1.8 309,414 1.6

営 業 外 収 益 ※1 13,899 0.1 16,929 0.2 30,677 0.2

営 業 外 費 用 ※2 715 0.0 7,778 0.0 773 0.0

経 常 利 益 199,585 2.1 190,975 2.0 339,319 1.8

特  別  利  益 ※3 99,309 1.0 9,115 0.0 101,536 0.5

特 別 損 失 
※4

※5
76,685 0.8 78,335 0.8 85,686 0.5

税引前中間(当期)純利益 222,210 2.3 121,755 1.2 355,169 1.8

法人税、住民税及び事業税 97,085 1.0 90,789 0.9 165,215 0.9

法 人 税 等 調 整 額 52,171 0.5 △15,243 △0.2 71,272 0.3

中間 (当期 )純利益 72,952 0.8 46,210 0.5 118,680 0.6
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（３）中間株主資本等変動計算書 

前中間会計期間（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年３月 31 日） 

（単位：千円 千円未満切捨） 

株主資本 

資本剰余金 項目 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 881,100

中間会計期間中の変動額  

別途積立金の積立    

剰余金の配当    

中間純利益    
株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額)    

中間会計期間中の変動額合計 － － － 

平成 19 年 3月 31 日残高 820,400 881,100 881,100

 

株主資本 

利益剰余金 

その他利益剰余金 項目 

利益準備金 
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金 

合計 

自己株式 
株主資本 

合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 105,000 2,150,000 206,746 2,461,746 △2,511 4,160,735

中間会計期間中の変動額   

別途積立金の積立 
 40,000 △40,000 －  －

剰余金の配当 
  △81,518 △81,518  △81,518 

中間純利益 
  72,952 72,952  72,952

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額) 
   －  －

中間会計期間中の変動額合計 － 40,000 △48,565 △8,565 － △8,565

平成 19 年 3月 31 日残高 105,000 2,190,000 158,181 2,453,181 △2,511 4,152,169

 

評価･換算差額等 
項目 

その他有価証券評価差額金 評価･換算差額等合計 
純資産合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 183,793 183,793 4,344,528

中間会計期間中の変動額    

別途積立金の積立   － 

剰余金の配当   △81,518 

中間純利益   72,952

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額) 
35,579 35,579 35,579

中間会計期間中の変動額合計 35,579 35,579 27,013

平成 19 年 3月 31 日残高 219,372 219,372 4,371,542
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当中間会計期間（自 平成 19 年 10 月１日 至 平成 20 年３月 31 日） 

（単位：千円 千円未満切捨） 

株主資本 

資本剰余金 項目 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成 19 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 881,100

中間会計期間中の変動額  

別途積立金の積立    

剰余金の配当    

中間純利益    
株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額) 
   

中間会計期間中の変動額合計 － － － 

平成 20 年 3月 31 日残高 820,400 881,100 881,100

 

株主資本 

利益剰余金 

その他利益剰余金 項目 

利益準備金 
別途積立金

繰越利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

自己株式 
株主資本 

合計 

平成 19 年 9月 30 日残高 105,000 2,190,000 203,909 2,498,909 △2,775 4,197,633

中間会計期間中の変動額   

別途積立金の積立 
 40,000 △40,000 －  －

剰余金の配当 
  △81,511 △81,511  △81,511

中間純利益 
  46,210 46,210  46,210

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額)    

中間会計期間中の変動額合計 － 40,000 △75,300 △35,300 － △35,300

平成 20 年 3月 31 日残高 105,000 2,230,000 128,608 2,463,608 △2,775 4,162,332

 

評価･換算差額等 
項目 

その他有価証券評価差額金 評価･換算差額等合計 
純資産合計 

平成 19 年 9月 30 日残高 194,087 194,087 4,391,721

中間会計期間中の変動額    

別途積立金の積立   － 

剰余金の配当   △81,511

中間純利益   46,210

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額) 
△128,192 △128,192 △128,192

中間会計期間中の変動額合計 △128,192 △128,192 △163,493

平成 20 年 3月 31 日残高 65,894 65,894 4,228,227
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前事業年度（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年９月 30 日） 

（単位：千円 千円未満切捨） 

株主資本 

資本剰余金 項目 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 881,100

事業年度中の変動額  

別途積立金の積立    

剰余金の配当    

当期純利益    

自己株式の取得    
株主資本以外の項目の事

業年度中の変動額(純額)    

事業年度中の変動額合計 － － － 

平成 19 年 9月 30 日残高 820,400 881,100 881,100

 

株主資本 

利益剰余金 

その他利益剰余金 項目 

利益準備金 
別途積立金

繰越利益 

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本 

合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 105,000 2,150,000 206,746 2,461,746 △2,511 4,160,735

事業年度中の変動額   

別途積立金の積立 
 40,000 △40,000 －  －

剰余金の配当 
  △81,518 △81,518  △81,518 

当期純利益 
  118,680 118,680  118,680

自己株式の取得 
  － △264 △264

株主資本以外の項目の事

業年度中の変動額(純額)      

事業年度中の変動額合計 － 40,000 △2,837 37,163 △264 36,898

平成 19 年 9月 30 日残高 105,000 2,190,000 203,909 2,498,909 △2,775 4,197,633

 
評価･換算差額等 

項目 
その他有価証券評価差額金 評価･換算差額等合計 

純資産合計 

平成 18 年 9月 30 日残高 183,793 183,793 4,344,528

事業年度中の変動額    

別途積立金の積立   － 

剰余金の配当   △81,518 

当期純利益   118,680

自己株式の取得   △264

株主資本以外の項目の事

業年度中の変動額(純額) 
10,294 10,294 10,294

事業年度中の変動額合計 10,294 10,294 47,192

平成 19 年 9月 30 日残高 194,087 194,087 4,391,721
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（５）中間財務諸表作成の基本となる重要な事項 
 

前中間会計期間 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年３月31日) 

当中間会計期間 
(自 平成19年10月１日 
至 平成20年３月31日) 

前事業年度 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年９月30日) 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

(1) 有価証券 

① 子会社株式 

移動平均法による原価法 

 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

 (1) 有価証券 

① 子会社及び関連会社株式 

同左 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

 (1) 有価証券 

① 子会社株式 

同左 

② その他有価証券 

 時価のあるもの 

     中間会計期間末日の市場価

格等に基づく時価法(評価

差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価は

移動平均法により算定) 

② その他有価証券 

 時価のあるもの 

同左 

② その他有価証券 

 時価のあるもの 

     決算日の市場価格等に基づ

く時価法(評価差額は、全部

純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法

により算定) 

 時価のないもの 

     移動平均法による原価法 

     なお、投資事業有限責任組 

     合への出資（証券取引法第

２条第２項により有価証券

とみなされるもの）につい

ては、組合契約に規定され

る決算報告日に応じて入手

可能な最近の決算書を基礎

とし、持分相当額を純額で 

     取り込む方法によっており 

ます。     

 時価のないもの 

移動平均法による原価法 

なお、投資事業有限責任組 

      合への出資（金融商品取引 

法第２条第２項により有価

証券とみなされるもの）に

ついては、組合契約に規定

される決算報告日に応じて

入手可能な最近の決算書を

基礎とし、持分相当額を純

額で取り込む方法によって

おります。 

 時価のないもの 

同左 

 

(2) たな卸資産 

総平均法による原価法 

 

(2) たな卸資産 

同左 

(2) たな卸資産 

同左 

２ 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

定率法によっております。 

 ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物(建物附属設備を

除く)については、定額法によって

おります。 

 

２ 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

定率法によっております。 

 ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物(建物附属設備を

除く)については、定額法によって

おります。 

（追加情報） 

 当中間会計期間より、平成 19 年９月 30

日以前に取得した有形固定資産のうち

償却可能限度額までの償却が終了して

いるものについては、残存価額を５年間

で均等償却しております。この変更に伴

う影響額は軽微であります。 

 

２ 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

定率法によっております。 

 ただし、平成10年４月１日以降

に取得した建物(建物附属設備を

除く)については、定額法によって

おります。 

 

(2) 無形固定資産 

ソフトウェア(自社利用分)につい

ては、社内における見込利用可能

期間(５年以内)による定額法 

 

(2) 無形固定資産 

      同左 

(2) 無形固定資産 

        同左 
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前中間会計期間 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年３月31日) 

当中間会計期間 
(自 平成19年10月１日 
至 平成20年３月31日) 

前事業年度 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年９月30日) 

３ 引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については、貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については、個別に回収

の可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しております。 

 

３ 引当金の計上基準 

 (1) 貸倒引当金 

同左 

３ 引当金の計上基準 

 (1) 貸倒引当金 

同左 

(2) 賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支

出に充てるため支給見込額に基づ

き計上しております。 

 

(2) 賞与引当金 

同左 

(2) 賞与引当金 

同左 

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当

事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき、当

中間会計期間末において発生して

いると認められる額を計上してお

ります。また、数理計算上の差異は、

各事業年度の発生時の従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年数

(５年)による定額法により按分し

た額をそれぞれ発生の翌事業年度

から費用処理することにしており

ます。 

 

(3) 退職給付引当金 

同左 

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため当事

業年度末における退職給付債務及び

年金資産の額に基づき、計上してお

ります。 また、数理計算上の差異

は、各事業年度の発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数

(５年)による定額法により発生の翌

事業年度から費用処理することにし

ております。 

(4) 役員退職慰労引当金 

役員に対する退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく中間期

末要支給額を計上しております。 

（追加情報） 

  当中間会計期間において、役員退 

 職慰労金内規を見直した結果、  

    78,418千円を取り崩して、特別利 

益に計上しております。 

(4) 役員退職慰労引当金 

役員に対する退職慰労金の支出 
に備えるため、内規に基づく中間 
期末要支給額を計上しておりま 
す。 

  

(4) 役員退職慰労引当金 

役員に対する退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく期末要

支給額を計上しております。 

（追加情報） 

当事業年度において、役員退職慰

労金内規を見直した結果、78,418

千円を取り崩して、特別利益に計

上しております。 

(5) 損害賠償損失引当金 

  損害賠償に対する損失に備えるた

め、必要と認められる額を計上し

ております。 

４ リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。 

４ リース取引の処理方法 

同左 

４ リース取引の処理方法 

同左 

５ その他中間財務諸表作成のための

基本となる重要な事項 

 

消費税等の会計処理 

税抜方式によっております。 

５ その他中間財務諸表作成のための

基本となる重要な事項 

 

消費税等の会計処理 

同左 

５ その他財務諸表作成のための基本

となる重要な事項 

 

消費税等の会計処理 

同左 
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（６）中間財務諸表作成の基本となる重要な事項の変更 

 

 

前中間会計期間 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年３月31日) 

当中間会計期間 
(自 平成19年10月１日 
至 平成20年３月31日) 

前事業年度 
(自 平成18年10月１日 
至 平成19年９月30日) 

 

（有形固定資産の減価償却の方法の変

更） 

当事業年度より、平成 19 年度の法人税

法の改正（（所得税法等の一部を改正す

る法律 平成 19 年 3 月 30 日 法律 6

号）及び（法人税法施行令の一部を改正

する政令 平成19年3月30日 政令第

83 号)）に伴い、平成 19 年４月１日以

降に取得した有形固定資産については、

改正法人税法に規定する償却方法によ

り減価償却費を計上しております。 

 なお、この変更に伴う損益への影響は

軽微であります。 
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（７）中間個別財務諸表に関する注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間会計期間末 
（平成 19 年３月 31 日現在） 

当中間会計期間末 
（平成 20 年３月 31 日現在） 

前事業年度末 
（平成 19 年９月 30 日現在） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

884,128 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

917,889

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

902,107

※２ 担保に供している資産 

現金及び預金         5,300 

建物            39,107 

土地             53,534 

投資有価証券          8,411 

  計            106,353  

上記に対応する債務 

支 払 手 形            1,219  

買  掛   金           499,328  

  計             500,547 

※２ 担保に供している資産 

現金及び預金          6,000

建物          38,014

土地             53,534

投資有価証券          8,233

   計             105,782

上記に対応する債務 

買  掛   金            424,261

    

※２ 担保に供している資産 

現金及び預金          5,300

建物          38,561

土地             53,534

投資有価証券          7,813

   計             105,208

上記に対応する債務 

支 払 手 形           90,181

買  掛   金            592,873

   計           683,055

※３ 中間期末日満期手形の処理 

 中間期末日満期手形の会計処

理は、当中間会計期間末日が金

融機関の休日のため手形交換

日をもつて決済処理をしてお

ります。中間期末残高に含まれ

る中間期末日満期手形は次の

とおりであります。 

 (1)受取手形        52,540 

 (2)支払手形        88,615 

 

 

※３ 期末日満期手形の処理 

 期末日満期手形の会計処理は、

当事業年度末日が金融機関の休

日のため手形交換日をもつて決

済処理をしております。期末残

高に含まれる期末日満期手形は

次のとおりであります。 

 

 (1)受取手形         42,546

 (2)支払手形          170,354

※４ 消費税等の取扱い 

 仮払消費税等及び仮受消費税

等は相殺のうえ、流動負債の

「その他」に含めて表示してお

ります。 

 

※４ 消費税等の取扱い 

同左 
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（中間損益計算書関係） 
（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前事業年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

※１ 営業外収益の主要項目 

  受取利息           2,867 

  受取配当金          3,852 

※１ 営業外収益の主要項目 

  受取利息           4,103

  受取配当金             5,859

    

※１ 営業外収益の主要項目 

  受取利息            6,106

  受取配当金           10,761

 ※２ 営業外費用の主要項目 

  支払利息            70

    貸倒損失         7，342

   

※２ 営業外費用の主要項目 

  支払利息            81

   

※３ 特別利益の主要項目 

  貸倒引当金戻入益       19,410 

役員退職慰労引当金戻入益 

78,418 

※３ 特別利益の主要項目 

  貸倒引当金戻入益     3,718

役員退職慰労引当金戻入益 

      5,395

※３ 特別利益の主要項目 

  貸倒引当金戻入益        10,469

  投資有価証券売却益    5,027

  投資事業組合利益     6,182

役員退職慰労引当金戻入益 

78,418

※４ 特別損失の主要項目 

   固定資産除却損      － 

  減損損失           74,350 

会員権評価損         1,286 

  投資事業組合損失       1,047 

※４ 特別損失の主要項目 

   会員権評価損           300

  投資有価証券評価損      9,969

  投資事業組合損失     8,065

    損害賠償損失引当金繰入額60,000 

※４ 特別損失の主要項目 

減損損失            84,399

会員権評価損          1,286

 

※５ 減損損失 

  当社は、以下の資産グループにつ

いて減損損失を計上しました。 

 

※５ 減損損失 

  当社は、以下の資産グループについ

て減損損失を計上いたしました。 

用途 種類 場所 
金額 

(千円) 
     用途 種類 場所 

金額

(千円)

事業用 

資産 
建物 

宮城県 

黒川郡 
18,691     

事業用 

資産 

土地及び

建物等 

宮城県

黒川郡
74,837

事業用 

資産 
土地 

宮城県 

黒川郡 
53,118      遊休 土地 

青森県

弘前市
9,562

 事業用 

資産 
その他 

宮城県 

黒川郡 
 2,540 

 

 
     計 84,399

計 74,350    

（経緯） 

営業キャシュ･フローの低下により 

投資額の回収が見込めなくなったこと

に伴い上記資産について帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、減損損失 74，

350 千円を特別損失に計上いたしまし

た。 

 

（グルーピングの方法） 

当社は、主として支店を独立した単 

位としております。なお、将来の使用

が見込まれていない遊休資産について

は個々の物件単位でグルーピングをし

ております。 

（回収可能価額の算定方法等） 

減損損失を認識した固定資産の回収 

可能価額は、正味売却価額を使用して

おります。正味売却価額は、不動産鑑

定評価額に基づき算定しております。 

 （経緯） 

営業キャシュ･フローの低下により投

資額の回収が見込めなくなったことに

伴い上記資産について帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、減損損失を計上い

たしました。また、遊休土地については、

地価が再度下落しているため、減損損失

を計上いたしました。 

（グルーピングの方法） 

当社は、主として支店を独立した単位

としております。なお、将来の使用が見

込まれていない遊休資産については

個々の物件単位でグルーピングをして

おります。 

（回収可能価額の算定方法等） 

減損損失を認識した固定資産の回収 

可能価額は、正味売却価額を使用してお

ります。正味売却価額は、不動産鑑定評

価額に基づき算定しております。 

 



東北化学薬品株式会社(7446) 平成 20 年 9 月期中間決算短信 

43 

（中間株主資本変動計算書関係） 

 

前中間会計期間（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成 19 年３月 31 日） 

 

自己株式に関する事項 

株式の種類 
前事業年度末 

（株） 

増加 

（株） 

減少 

（株） 

当中間会計期間末

（株） 

普通株式 4,800 － － 4,800 

 

当中間会計期間（自 平成 19 年 10 月１日 至 平成 20 年３月 31 日） 

 

自己株式に関する事項 

株式の種類 
前事業年度末 

（株） 

増加 

（株） 

減少 

（株） 

当中間会計期間末

（株） 

普通株式 5,200 － － 5,200 

 

前事業年度（自 平成 18 年 10 月 1 日 至 平成 19 年 9 月 30 日） 

 

自己株式に関する事項 

株式の種類 
前事業年度末 

（株） 

増加 

（株） 

減少 

（株） 

当事業年度末 

（株） 

普通株式 4,800 400 － 5,200 
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（リース取引関係） 
（単位：千円 千円未満切捨） 

前中間会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前事業年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

１．借主側 

リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び中間期末残高相当

額 

 取得価額 

相当額 

減価償却

累計額 

相当額 

中間期末 

残高 

相当額 

有 形 固

定 資 産

そ の 他 

110,370 62,687 47,683

無 形 固

定 資 産 
76,974 26,793 50,180

合 計 187,344 89,480 97,864
 

リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

１．借主側 

リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び中間期末残高相当

額 

 
 

取得価額

相当額

減価償却

累計額

相当額

中間期末

残高 

相当額

車両 

運搬具
4,290 3,360 929

器具備品 70,793 32,467 38,326

無 形 固

定 資 産
112,922 25,572 87,349

合計 188,006 61,400 126,606

 

リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リ

ース取引 

１．借主側 

リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び期末残高相当額 

 
 
 

取得価額 

相当額 

減価償却

累計額

相当額

期末残高

相当額

車 両 

運 搬 具 
4,290 2,931 1,358

器具備品 106,547 59,545 47,002

無 形 固

定 資 産 
99,306 29,835 69,470

合 計 210,143 92,312 117,831

 

未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内         63,188 

１  年  超        135,531 
     計           198,720 
なお、取得価額相当額及び未経過リース

料中間期末残高相当額は、未経過リース

料中間期末残高の有形固定資産の中間期

末残高等に占める割合が低いため、支払

利子込み法により算定しております。 

未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内         71,170 

１  年  超         140,693 

     計           211,864 
同左 

未経過リース料期末残高相当額 

１  年  内      67,541 

１  年  超      147,188 

     計          214,730 

なお、取得価額相当額及び未経過リース

料期末残高相当額は、未経過リース料期

末残高の有形固定資産の期末残高等に占

める割合が低いため、支払利子込み法に

より算定しております。 

支払リース料及び減価償却費相当額 

   支払リース料         33,298 

(減価償却費相当額) 

支払リース料及び減価償却費相当額 

   支払リース料           34,674 

(減価償却費相当額) 

支払リース料及び減価償却費相当額   

支払リース料           69,281

(減価償却費相当額) 

減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。 

減価償却費相当額の算定方法 

同左 

減価償却費相当額の算定方法  

同左 

 

オペレーティング・リース取引 

未経過リース料 

１  年  内        5,080 

１  年  超      10,601 

     計         15,682 

 

 

オペレーティング・リース取引 

未経過リース料 

１  年  内          6,882 

１  年  超        14,985 

     計           21,867 

 

オペレーティング・リース取引 

未経過リース料期末残高相当額 

１  年  内          6,469 

１  年  超        14,915 
     計           21,384 

減損損失について 

 リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

 

減損損失について 

同左 

 

減損損失について 

同左 
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前中間会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前事業年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

２．貸主側 
   未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内         30,440 

１  年  超        70,415 

         計           100,855 

上記は、 全て転貸リース取引に係る貸手

側の未経過リース料中間期末残高相当額

であります。 

なお、当該転貸リース取引は、概ね同一

の条件で第三者にリースしておりますの

で、ほぼ同額の残高が上記１の借手側の

注記(２)未経過リース料中間期末残高相

当額に含まれております。 

また、未経過リース料中間期末残高相当

額は、未経過リース料中間期末残高及び

見積残存価額の残高の合計額が営業債権

の中間期末残高に占める割合が低いため

受取利子込み法により算定しておりま

す。 

 

２．貸主側 
   未経過リース料中間期末残高相当額 

１  年  内         34,762 

１  年  超        49,739 

         計         84,502 
 

同左 

２．貸主側 

   未経過リース料期末残高相当額 

１  年  内          32,892

１  年  超         64,469

         計             97,362

上記は、 全て転貸リース取引に係る貸手

側の未経過リース料期末残高相当額であ

ります。 

なお、当該転貸リース取引は、概ね同一

の条件で第三者にリースしておりますの

で、ほぼ同額の残高が上記１の借手側の

注記(２)未経過リース料期末残高相当額

に含まれております。 

また、未経過リース料期末残高相当額は、

未経過リース料期末残高及び見積残存価

額の残高の合計額が営業債権の期末残高

に占める割合が低いため受取利子込み法

により算定しております。 

 



東北化学薬品株式会社(7446) 平成 20 年 9 月期中間決算短信 

46 

 
（有価証券関係） 

   当中間会計期末に係る｢有価証券｣(子会社及び関連会社株式で時価のあるものを除く)に関する注記

については、連結財務諸表における注記事項として記載しております。 

当中間会計期末（自 平成 19 年 10 月１日 至 平成 20 年３月 31 日）、前中間会計期末（自 平成

18 年 10 月１日 至 平成 19 年３月 31 日）及び前事業年度末（自 平成 18 年 10 月１日 至 平成

19 年９月 30 日） 

 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません｡ 

 
（１株当たり情報） 
 

前中間会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前事業年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

１株当たり純資産額     911 円 65 銭 

 

１株当たり中間純利益    15 円 21 銭 

 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益

については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

１株当たり純資産額    881 円 84 銭

 

１株当たり中間純利益     9 円 64 銭

 

同左 

１株当たり純資産額   915 円 93 銭

 

１株当たり当期純利益   24 円 75 銭

 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。 

 
(注)１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎 

 前中間会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前事業年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

中間(当期)純利益(千円) 72,952 46,210 118,680

普通株主に帰属しない金額(千円) － － －

普通株式に係る中間(当期)純利益 

(千円) 
72,952 46,210 118,680

普通株式の期中平均株式数(株) 4,795,200 4,794,800 4,795,146

 
（重要な後発事象） 

前中間会計期間 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年３月 31 日 

当中間会計期間 

自平成 19 年 10 月１日 

至平成 20 年３月 31 日 

前事業年度 

自平成 18 年 10 月１日 

至平成 19 年９月 30 日 

当社は、北星化学株式会社株式を取得

する事を平成 19 年 2 月 19 日開催の取

締役会において決定し、平成 19 年 4月

9日に同社株式を取得しました。 

なお、詳細は、中間連結財務諸表の

（重要な後発事象）に記載のとおりで

あります。 

 
 

  

 


